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トロールシステム Az-726V Xetron VI（安西メディカル株式会社、東京）にて生成した。生
成した混合気を最大呼気位からの肺活量一回吸入後に、引き続いて呼吸停止させ、二重エネ
ルギーCT（80ｋV と 140ｋV/Sn）撮影を Somatom Definition Flash（Siemens Healthcare, 
Forchheim, Germany）を用いて行った。Xe-images と CT 画像は、二重エネルギーCT 画像の三




クセル値の 5 %）で肺輪郭を抽出し、CT 画像と見比べながら目視により用手的に切除部の葉




秒量（FEV1））に、それぞれの方法で求めた 1- A/B を乗じて予測値を求めた。4 つの方法
（Xe-images ピクセル値和比、SPECT ピクセル値和比、CT ボルメトリー、区域計数法）によ
る予測値を求め、術後実測値との間で、それぞれ直線回帰分析を行った。 
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有した。肺血流 SPECT による予測より優れていた。Xe-images は、術後肺機能予測に使用し
うる可能性が示唆された。 
 
 
 
 
